
令 和 ４ 年 度 事 業 報 告 

法人の名称 特定非営利活動法人ｇｒａｎｄ - ｍｅｒｅ 

１．事業の成果 

障がいを持つ子どもたち、学習や社会生活において支援を要する子ども達を対象に、充実した支

援プログラムと活動の場を提供することで、その子がその子らしく自立し社会に参加できることを

目的とした事業を実施した。昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症予防に努めながらでき

るだけコロナ前の療育内容に近づける内容で療育を行った。 

９月より理学療法士（非常勤）が、コロナ禍で身体機能が落ちている子どもたちに対して歩行の

安定や座位保持などの機能を高めるための運動等を行うと共に、スタッフにも身体補助の仕方等を

伝える役割を担い、より充実した支援を目指した。 

また、不登校になっている生徒の自宅を定期的に訪問し、療育につなげることで家族以外の人と

の関わりを持てたことが自信となって、少しずつ中学校へ通うことができるようになったケースも

複数あった。 

学校や教育委員会、児童相談所等との連携を図りつつ、心理担当職員による保護者の相談や心理

検査なども必要に応じて行った。専門性の高いスタッフをそろえることで、より質の高い療育を行

うことができたため児童生徒や保護者のよりどころとなる役目を果たしている。特に、コロナ禍以

降は、grand-mereを卒業した方からのご相談や余暇支援を求める声が多く寄せられた。 

イベント関連では、夏休みの「手作り体験教室」はタチバナ財団補助金を活用し、２年ぶりにイ

ンクルーシブイベントとして開催した。「陶芸教室（今年度より講師変更）」「木工教室」「絵画教室」

に延べ 114人（GM59名、一般 55名）が参加した（陶芸 45名、木工 39名、絵画 30名）。「茶道教室」

は、先駆的事業補助金を活用し、３年ぶりに開催し、26 人の利用があった。地域交流イベント「第

５回ユニバーサルファミリーコンサート」では、61組 154名の方にお楽しみ頂いた。 

その他、今年度初めて行ったイベントも複数ある。エプソン販売労働組合共催「ペーパークラフ

ト」参加者３名、「上映会」参加者 11 名、おおきな木共催「ドラムサークル」参加者 13 名、「おと

なのヨガ」参加者 13名。 

通所支援事業の報酬関連では、11 月以降ベースアップ加算 2.0％の上乗せによる単価の引き上げ

があった他、全事業所において有資格者配置ができ放課後等デイサービスでも高単価となった。児

童発達支援は実績数及び売上が減少したものの（前年比-274 件、売上約-390 万円）、放課後等デイ

サービスで実績数及び売上が増加した（前年比+275件、売上約+980万）。 

最後に雑収益約 393万円のうち、２月～９月処遇改善臨時特例交付金約 164万円（利用単価 1.9％

相当）、コロナ罹患等の職員に対する疾病入院医療保険金約 111万円、物価高騰緊急支援金 60万円、

コロナかかり増し助成金 17万円は、今年度特有の収益である。（合計約 352万円） 

 

令和４年度の事業における実績（法人合計）は次の通りである。 

 

 

 



２．事業内容 

  特定非営利活動に係る事業 

 （１）児童福祉法に基づく障がい児通所支援事業 

   ア、児童発達支援事業 

   ・内   容  未就学の発達障がい児等に対する個別療育及び少人数グループ療育を 

中心とした通所支援事業 

   ・日   時  通年 

   ・場   所  法人事業所、その他海老名市公共施設 

   ・従業者人員  ３３名 

   ・対 象 者  未就学児の発達障がい児及びその保護者等 ７９名 

 

イ、放課後等デイサービス 

   ・内   容  小学生以上の発達障がい児等に対する個別療育相談指導を中心とし 

た通所支援事業 

   ・日   時  通年 

   ・場   所  法人事業所、その他海老名市公共施設 

   ・従業者人員  ３３名 

   ・対 象 者  小学生以上の発達障がい児及びその保護者等 ３０３名 

 

ウ、保育所等訪問支援事業 

   ・内   容  障がい児が集団生活を営む施設を訪問し、当該施設における障がい 

児以外の児童との集団生活への適応のための専門的な支援、その 

他の便宜の供与 

   ・日   時  通年 

   ・場   所  保育所、幼稚園、認定こども園、小学校、特別支援学校、その他 

           児童が集団生活を営む施設として地方自治体が認めたもの 

   ・従業者人員  ２名 

   ・対 象 者  ３３名 

 

（２）発達に不安のある児童等の支援に関する事業 

   ア、学習支援事業 

   ・内   容  学習に不安のあるきょうだい児、また、児童福祉法に基づく障がい 

           児通所支援事業外の児童への学習支援 

   ・日   時  通年 

   ・場   所  法人事業所 

   ・従業者人員  ４名 

   ・対 象 者  １０名 

 



      イ、児童、生徒等への相談、カウンセリング 

   ・内   容  発達に不安のある児童、生徒等（引きこもりや不登校児等）に対する相談、 

カウンセリング 

   ・日   時  通年 

   ・場   所  法人事業所 

   ・従業者人員  ２名 

   ・金   額  3,000円／１回 

 

   ウ、乳幼児親子教室については今年度、実施せず。 

 

 

（３）発達及び子育て等相談支援事業 

   

 

   ア、子育て相談事業（一般相談） 

   ・内   容  子どもの発達や育児について不安を持つ保護者を対象とした電話・ 

           メールによる子育て相談事業 

   ・日   時  通年 

   ・場   所  法人事業所 

   ・従業者人員  ２名 

 

イ、児童福祉法に基づく障がい児相談支援事業 

・内   容  障がい児の心身の状況、環境、および当該児童又はその保護者の 

        サービス利用に関する意向等を勘案し、「障害児支援利用計画案」 

     および「障害児支援利用計画」を作成する。 

・日   時  通年 

・場   所  法人事業所 

・従業者人員  ２名 

・受益対象者  発達障がい児及びその保護者等 ３０名 

 

（４）上記事業に関する情報提供事業 

   ・内   容  広く一般の方に法人の事業の必要性や活動について認知し、支援・ 

           協力していただくための広報活動を行う。また、発達障がいに関し 

て広く知っていただくことで、発達障がいをもつ人が 

生活しやすい社会環境を創造する。 

   ・日   時  通年 

   ・場   所  法人、その他公共施設 

   ・従業者人員  ２名 



   ・対 象 者  広く一般の方（ホームページ閲覧者）等 

 

（５）海老名市補助事業 

   ア、海老名市中高生デイサービス事業 

   ・内   容  海老名市在住の中高生の利用者を対象として海老名市からの補助金 

を受け、療育を行う。 

   ・日   時  通年 

   ・場   所  法人事業所、その他公共施設 

   ・従業者人員  ２０名 

   ・対 象 者  ４４名 

 


